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中川駅北西の、途切れている遊歩道をつなぐには　どうしたら良いでしょうか？　　　
まち普請事業コンテスト応募資料～２００５年６月　　ぐるっと緑道・遊歩道研究会
あれ！　遊歩道がない！！　ここに遊歩道が出来るとばかり思っていたのに

歩行者の安全な抜け道～公団所有地空き地は、なくなりました。
中川駅北東のTスーパー付近では、居住地の異なる歩行者のために５本の小さな歩行者
専用路が、きめ細かく計画されていて、歩行者は、のんびりと買い物を楽しみ、毎日の通勤の道も、ゆったりした車から安全な歩行者専用路が、駅につながっています。

中川駅西北側の住民は、朝市の開かれる遊歩道と駅裏の歩行者専用路の間にある公団所有地の空き地中川１丁目２１番地、９番地を抜け道にして、車に出会わずに駅や郵便局に行くことが出来ました。
公団が何らかの施設を建てる時、この２ヶ所の空き地に、Tスーパー周辺と同じ様に歩行者専用路がつけられるものと期待していました。ところが恐らく歩行者専用路敷地を含んだまま、
９番地公団の所有地は民間に売却されて、歩行者専用路がつけられぬまま、ＹT展示場の工事が終了しました。歩行者は、危険な車道（幅６ｍ）を歩く事になりました。
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■２０００年　地元Ｏビルオーナーは、歩行者が車道を歩く危険な状態を心配されて、Ｏビル地下駐車場入り口に、
警備員を配置されました。警備員の方々は車と乳母車の間に入って、歩行者の安全をはかっておられます。
■２００１年６月　新築Ｋビルの壁面後退を、建築局　建築相談室からお願い、調整に当たって下さいました。
地元Ｋビルオーナーのご厚意で、敷地には１．５～２ｍの壁面後退による歩行者の安全な空間が作られています。

■２００２年１０月　＜ここに遊歩道をつなぎたい！!＞ちらし１８００枚中川駅利用者居住地に配布。
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■２００３年１月　YT社展示場へ歩道について申し入れ・話し合～中川の駅周辺
のまちづくりを考える会～
１０数年来中川駅周辺のクリーン作戦を続けているボラ
ンティアグループ～　　本社役付の方お２人が中川西地区センターまで見えて
『工事前にお話があれば、歩行者への配慮ある対応も、出来たと思います。しかし、
工事後の現在では、大金をかけたコンクリートの土台や、竜のひげの下の電気設備
を壊さなければならない。大きな費用がかかります。
お役所から、補償があるのであれば、考える余地はあります。』
とのご回答を頂きました。
■２００３年秋ぐるっと緑道・遊歩道講座～区地域振興課生涯学習支援～グリーンマトリクスの理念・構造・現状の課題
□　川手昭二先生から＜歩車分離システム図＞のご解説を頂いて、グリーンマトリクスの構造の理解を深めました。
□川手先生・小場瀬先生にご解説を頂きながらフィールドワーク～植栽の美しいオレンジ系歩行者専用路・コミュニテイ道路や、緑道とは赴きの異なる、眺望の素晴らしい中腹の散歩道の～通学路・生活の道としての役割を学習しました。
□小場瀬令二先生から中川５丁目の通勤の歩行者・散歩道の調査～日本住宅公団委託研究結果～＜少しの坂道や回り道を避ける歩行者の行動＞について、うかがいました。
□　グリーンマトリクスの網の目からこぼれ落ちたオレンジ系歩行者専用路の修復・再生
中川駅に向かう北西側の通勤・通学の歩行者・ベビーカーや車椅子の人々のバリアフリーで安全な＜近道＞
≪日常の生活の道≫～買い物客が、のんびりと展示してある車を眺めながら歩ける遊歩道を創出するための解決方法と問題点を整理しました。　　　
小場瀬先生から　○　交換・コミュニティ道路化などいくつかの対策手法が考えられる事　　　　
· 歩行者・車の交通量の基礎調査が、必要である事　　　○歩行者調査をしながら住民・ビルオーナーの知恵を集め、
○合意の得易い～通学路横断歩道の車線を狭めるなど車のスピードを緩める方策を、関係行政機関と相談しながら、研究を進めて、最初のステップとする～デモンストレーションプログラム～手法があることなど　ご教授頂きました。
· 講座運営委員が「つづき水と緑の推進委員会」早渕川部会　公募委員として参加。講座宿題回答を報告書として、
清水先生ご解説フィールドワーク～南北の緑道を結ぶ写真資料をフォトアルバムとして意見提出しました。
□□□□□今までいただいた安全対策案　のいくつか□□□□□～まち普請事業コンテスト資料～２００５年６月
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③案ＹT社展示場のYデンキ側車道側の敷地から、Ｏビル・Ｋビルと同等の歩行者空間のための境界からの後退の
ご協力をＹ社にお願いします。これにプラスして、歩道橋脇植樹帯とＹT社展示場のYデンキ側車道側の敷地と交換案が出ています。（境界後退分＋植樹帯交換）足元にある植樹帯（市有地）＜地域資源ストックを活用＞して、安全な歩行者空間～遊歩道を生み出す、新たに用地買収の出費がない、節約のアイデイアです。

交換案は＜換地＞を体験しておられる地元の方の案です。
④案　または＜境界からの後退＞２本分～車道側＋広場側をＹデンキ店側車道側に
集中して、見学通路をつくり～歩行者空間として開放していただく案も、いただき
ました　　　⑤案　ハウススクエアは花の咲く見学通路を散歩していると、展示し
てあるモデルハウスを巡れるよう設計されています。境界後退も大きく取られて緑
も豊かです。車の展示場の見学通路を、歩行者の多い車道側にとって開放し、通勤、
スーパーへの買い物の歩行者にもゆっくり展示車を見て頂けるようにしてはいかがでしょうか。
□□□□□　地元ビルオーナーの歩行者への配慮～壁面後退・私設歩行者用通路　□□□□□
地元ビルオーナは、単純に建蔽率で建物が建てられない敷地部分を寄せて、歩行者のため私設通路をつくり、歩行者の安全と商業振興に貢献しておられます。大きな減歩に協力して、グリーンマトリクス～緑道・歩行者専用路のある街～を形成してこられた地元地権者の方々の建築基準を超える、まちづくりへの見識です。　　この地元地権者の皆様の自然緑地公園・緑道・歩行者専用路のあるまちづくりへの見識、実践、手法の説明、まちづくり協定や、歩行者の安全への願いが、外来のオーナーに＜計画＞＜設計前＞の段階で丁寧に伝えられていない、お願いががなされていない事を感じました
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９番地と１０番地の間の６m巾歩行者
専用路＋　右Eビルは壁面後退して歩行者空間　　　
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□□□□□途切れている通勤・通学・買い物の道・生活の散歩道をつなぐ～グリーンマトリックスの修復再生□□□□□
中川駅上には保育園をはじめとする福祉関連施設の建設が進められています。施設利用者を＜客足＞と考えて中央商店街へ買い物客を安全に誘導する買い物の道、乳母車の赤ちゃんとお母さんの安全な通園路も必要です。

今まで別々に進められて来たまちづくり努力～中川のまちづくりを担って来られた地権者の方々の見識から学び、
グリーンマトリックスを企画立案された都市計画・区画整理の長老専門家、大学の都市計画・安全街区研究者の研究～

中川５丁目の歩行者調査等を活かし、住民の中の専門家のご指導を頂きながら、歩行者住民が参加して交通量調査し、
分析し、車椅子や乳母車・年寄りの弱者に配慮した安全対策・商業振興ともなる対策案をつくる～住民に広報し、対策の
＜合意形成する場＞が出来る事を希っております　　　　　港北ニュータウンは、２１世紀を先取りした、車から安全な老人の買い物散歩道、大人の目に見守られている子供達の通学路、遊び場でもある歩行者専用路のある、先進的な街です。
散歩道≪文化財≫とも言える～≪グリーンマトリクス≫からこぼれ落ちた、駅近くの車・多くの歩行者が集中する
＜途切れている遊歩道＞を、地権者・歩行者住民・行政の皆様の知恵を集め、行政、地域と大学の都市計画専門家の支
援の下で、≪グリーンマトリクスの理念に基づいて≫修復・再生する実験の場としたいと思います。　２００６年３月
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１丁目６番地私設歩行者用通路３m巾　歩行者


専用路で遊ぶ子　見ている乳母車の赤ちゃん
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幼い子がお母さんから手を離して走っています


広場からここまで続けて走ってこられるといいですね


続けて走ってこられるといいですね

















１丁目２１番地


Kビル壁面後退２ｍ


←　の歩行者空間　　　　　　　　　　　　　


９m幅員の歩行者専用路に面したスーパーM前の壁面後退　３m巾　


携帯電話を犬に見せて


話しかけている子　⇒　　　　　　　　
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右手で乳母車左手で幼い子の手をしっかり握って�














ハウススクエアの見学客を遊歩道に面しているレストラン街に導きます








レストラン街に導きます








９番地１９番地の間


YT展示場脇６ｍ車道


ここのみ、車道との境界から壁を立ち上げておられます
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９番地と１０番地の間の６m巾歩行者


専用路＋　右Eビルルは壁面後退して歩行者空間に開放しておられます


←


１丁目６番地　⇒


私設歩行者用通路　


３ｍ巾


建蔽率で、建物が建てられない敷地部分を寄せてつくられたとうかがいました　　　　　
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９番地１９番地の間YT展示場脇６ｍ車道。ここ


のみ


車道との境界から壁を立ち上げておられます。　


右手で乳母車、左手で幼い子の手をしっかり握って





ここのみ、車道との境界から壁を立ち上げておられます





YT展示場脇６ｍ車道


ここのみ、車道との境界から壁を立ち上げておられます
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１丁目６番地私設歩行者用通路３m巾　歩行者専用路で遊ぶ子　見ている乳母車の赤ちゃん
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幼い子がお母さんから手を離して走っています。


広場からここまで続けて走ってこられるといいですね。











１丁目６番地私設歩行者用通路３m巾⇒
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９m幅員の歩行者専用路に面したスー


パー前の壁面後退　３m巾　携帯電


話を犬に見せて話しかけている子　














